
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
1 月インシデント・アクシデント 

 

1 月のインシデント総数は８６件と１００件を切ってい

ました。月平均としては目標数に達していません。 

 医療部門４５件、介護医療院４１件とどちらも少な

く、１月早々よりＣＯＶＩＤ－１９感染症の拡大があ

り、対応に追われていたと思いますが、そういう時こ

そリスクは隠れていて、みんなで共有しながら業務を

すすめないと大事故につながります。転倒転落は１４

件と感染隔離のためもあるかと思いますが多かったで

す。 

材料（２人分） 

ゴボウ      120g 

＜材料 A＞ 

豚ひき肉     180ｇ 

タマネギ(みじん切り)1個 

卵        1/2個 

塩       小さじ 1/4 

ショウガ(スリおろし)1/2 片 

ゴマ油       適量 

＜調味料 B＞ 

醤油      大さじ 1 

みりん     大さじ 1 

酒       大さじ 2 

 安全であることは質がよいことの一要素であるが、医療では特に

安全は重要なので、あえて質・安全ということがある。 

 医療の質・安全を向上していくために、病院でも組織的な改善を

進めていかなければいけないことは、近年常識化している。組織的

改善を進める形態は様々なものが考えられるが、QMS を基盤とした

組織敵改善を進めてきた。このアプローチで重視しているのは、改

善のための体制を整備し、対策を反映させるためのしっかりした基

盤を構築することである。すなわち標準化と文書体系の確立であ

る。 

 QMS における重要な概念は「標準化」である。標準化をする対象

には、もの、作業、仕組み、技術、測定など、様々なものがある。

標準とは、統一や単純化を図って関係者に便宜が得られるように、

これらの対象に取り決めを定めたものである。この中で、要求品質

をできるだけ効率的に実現するための作業およびその手順を文書化

したものが、作業標準書である。標準化とはこういった標準を組織

的に設定し、活用することである。標準は改善の出発点という役割

と、改善結果を反映させ維持するという役割をもっている。改善の

基本は今あるものをよくすることである。新しい標準ができたら、

職員に周知徹底して、実施してもらうことである。対策案を考える

よりも、この周知徹底のほうが難しい。また、標準化は画一化では

なく、患者の特性などによって最適と考えられるパターンを複数 

持っておくほうが良い。なんでも統一というのが標準化ではない。 
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組織で保証する医療の質・安全 

～第９回日本医療安全学会学術総会より～ 

 

 

 

ごぼうのつくね 

作り方 

1． ゴボウは耐熱容器に入れてラップを

し、600Ｗの電子レンジで 2 分加熱す

る 

2． ボウルに＜材料Ａ＞を入れてしっかり

と混ぜ合わせて等分する 

3． [2]のタネを、[1］のゴボウの周りに

つける 

4． フライパンを中火で熱してゴマ油をひ

き、[3]のつくねの表面に焼き色がつ

くまで焼く 

5． 蓋をして弱火で 5 分加熱したら、＜調

味料 B＞を加えて絡めながら焼く 

 

 ３月 11 日(土)・12 日(日)に第 9 回日本医療安全学会学術総会

が東京理科大学葛飾キャンパスにて行われ、参加してきました。 

 招聘講演で「組織で保証する医療の質・安全 QMS アプロー

チ」と題して講演がありました。 

ＱＭＳは、質の良い製品・サービスを組織的に提供し、さらに改

善を行うための仕組み、仕事のやり方である。仕事のやり方を定

めた業務手順書、実際に仕事をする人、仕事で使う設備やものな

ど、いろいろな経営資源からなる。 

 ＱＭＳ活動を進めていくには、まず「質がよいとは顧客の要求

を満たす、すなわち顧客満足度を向上させることである」 

 

 

 

 

 

講師紹介 

棟近 雅彦氏 

 早稲田大学理工学術院 

 創造理工学部 

 経営システム工学科教授 

 質マネジメントシステム 

(QMS)活動をしている 


